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資料１ʷ８ 

新 旧 

表紙裏 

（３行目から） 

 都内で結核と診断される方は、年間約 1,500 人おり、潜在性結核感染症と

診断される方も約 1,000 人います。結核は、決して過去の病気ではありませ

ん。 
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資料１ʷ８ 

P.1 

治療 

・下記の（１）、（２）又は（３）の治療を行います。 

（１）イソニアジド 1 剤を 6 か月又は 9 か月服薬 

（２）イソニアジドとリファンピシンの 2 剤を 3 か月又は 4 か月間服薬 

（３）イソニアジドが使えない場合は、リファンピシン 1 剤を 4 か月間服薬 

・決められた期間、確実に服薬することが重要です。 

・飲み忘れたり、自己判断で服薬を中断すると、発病を抑えられなかったり、

薬が効かない菌（薬剤耐性菌）をつくってしまいます。 

・治療には、結核医療費公費負担制度の対象になります。保健所が公費負担

の申請窓口です。 

服薬期間（月）       

（１）イソニアジド 
      

（２）イソニアジド 

リファンピシン 

      

（３）イソニアジドが使えないとき  

リファンピシン 

      

 

 

 

 

 

 

 

３ ４ ９ ６ 

６か月又は９か月 

３か月又は４か月 


